
『歳をとったらＪＡ！』
を実現する年金振込促進モデルの構築

～シニアのワクワクと地域参加を生み出す“自然と集まる”仕組みづくり～

ＪＡ広島市 竹之内 珠美



ＪＡ広島市年金取引先数 広島市の高齢者人口・高齢化率
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市場そのものは縮小していない → 改善の余地あり！
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■構造上の限界

・企業取引を通じた給与振込の導線をつかいづらい構造

→ 給与振込から年金振込への自然な移行が困難

・非農家層には、ＪＡの価値が十分に伝わりにくい

・職員数の減少

■新たな視点の必要性

年金請求期（第二の人生のスタート）にいかにＪＡを思い出してもらうか

・年金請求期は関心や不安が大きく変化する時期

・シニアの価値観や生活スタイルは多様化している

→既存の優遇制度や特典が現在のニーズに合っているかを見直す必要



アンケート対象：５５～７０歳（職員・組合員・利用者）

健康・農・交流にニーズ有

ギャップ大

健康・ワクワク・貢献にギャップ有

■「生きがい」の理想と現状■居場所ニーズ



高齢化は脅威ではなく、強みを活かせばＪＡにとって大きな機会となる！！



施策②

ＯＢ・地域シニア協働

信頼の深化

施策①

健康・交流・楽しさ

自然と集まる

年金振込・継続利用



散策マップ ・ スタンプラリー ピックルボール



ＯＢ・地域シニアによる相談・学びの場ＯＢによる誕生月訪問サポート



【健康・交流】 活き活き・ワクワク 【人との関わり】 信頼の蓄積

～歳をとった時、自然とＪＡを思い出してもらえる存在へ～

ＪＡが『第二の人生のパートナー』へ

自然とＪＡを利用したくなる

『年金振込』という選択

継続的な関わり



ご清聴ありがとうございました

ＪＡ広島市イメージキャラクター
ふたばん


